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前
回
の
コ
ラ
ム
で
は
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
本
来
な
ら
青

春
を
謳
歌
す
べ
き
は
ず
の
一
番

明
る
い
世
代
が
、
自
分
の
身
内

の
た
め
に
勉
学
や
遊
び
よ
り

も
「
介
護
」
を
優
先
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
社
会
問

題
」
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
泣
き

た
く
な
る
の
で
す
が
、
さ
ら
に

最
近
「
国
家
の
分
断
」
と
か
「
賛

否
真
っ
二
つ
」
と
い
う
言
葉
が

飛
び
交
っ
て
く
る
と
さ
ら
に
悲

し
く
な
り
ま
す
。

　
逆
に
「
結
束
」
と
か
「
融
和
」

は
美
し
い
言
葉
で
す
が
、
そ
れ

に
拒
否
反
応
を
本
質
的
に
示
す

人
も
一
定
数
い
る
か
ら
社
会
問

題
の
片
隅
で
起
き
て
い
る
こ
と

に
気
づ
か
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
で
も
、
分
断
や
断
絶

を
望
む
一
定
の
人
を
ど
う
巻
き

込
ん
で
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
に
結
束
・

融
和
な
社
会
に
し
た
ら
い
い
の

か
悩
む
と
こ
ろ
で
す
。
だ
っ
て
、

一
歩
間
違
え
る
と
過
半
数
を
超

え
て
戦
争
だ
っ
て
起
き
た
過
去

が
あ
る
の
で
す
か
ら
。
本
当
に

人
類
が
永
遠
に
追
求
し
て
い
く

課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
少
な
く

と
も
、
我
々
が
生
き
て
い
る
時

代
だ
け
で
も
、
隅
に
追
い
や
ら

れ
た
社
会
の
「
片
隅
問
題
」
を

一
歩
で
も
解
決
に
近
づ
け
て
、

後
世
に
誇
れ
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
私
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
片
隅
社
会
問
題
解
決
の
ヒ
ン

ト
の
ひ
と
つ
を
見
つ
け
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
本
来
に

人
間
が
我
慢
し
て
い
た
、
隠
し

て
い
た
本
音
の
行
動
が
顕
著
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

仕
事
も
、
家
庭
も
、
生
活
自
体

が
本
音
を
見
せ
て
一
変
し
は
じ

め
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
も
う
世

代
や
価
値
観
が
「
分
断
さ
れ
て

い
る
事
実
」を
了
承
し
た
上
で
、

解
決
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。（
ト

ラ
ン
プ
の
登
場
は
そ
の
予
言
の

ポ
ス
ト
Ｚ
世
代
に
委
ね
る

一
部
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
）
日
本
で
は
団
塊
の
世
代
と

か
、
新
人
類
と
か
、
ロ
ス
ジ
ェ

ネ
層
と
か
、
Ｆ
１
層
と
か
カ
テ

ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
ま
す
が
、
リ
ン

ダ
・
グ
ラ
ッ
ト
ン
教
授
著
「
ワ

ー
ク
・
シ
フ
ト
」
に
よ
る
と
世

代
を
Ｘ
・
Ｙ
・
Ｚ
に
分
け
る
よ

う
で
す
。

　
Ｘ
世
代（
１
９
６
５
〜
80
年
）

は
、
写
真
家
の
ロ
バ
ー
ト
キ
ャ

パ
が
名
付
け
た
「
こ
の
20
年
と

そ
の
前
は
全
く
違
う
価
値
観
世

代
だ
」
と
世
代
に
よ
る
写
真
を

撮
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。
こ
こ
か
ら
だ

い
た
い
15
年
周
期
で
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
が
起
き
る
こ
と
が
定

説
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｘ
世
代

は
貯
蓄
よ
り
消
費
そ
の
も
の
に

価
値
を
置
き
、
競
争
意
識
や
行

動
範
囲
が
そ
の
後
の
世
代
よ
り

も
大
幅
に
高
く
、
流
行
り
物
に

敏
感
、
男
ら
し
さ
や
女
ら
し
さ

を
追
求
し
た
が
り
、
他
人
と
の

違
い
に
価
値
を
置
き
、
自
分
が

ず
っ
と
若
い
と
思
い
が
ち
。
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
思
考
が
強
い
。

　
Ｙ
世
代（
１
９
８
０
〜
95
年
）

に
な
る
と
、
Ｘ
に
比
べ
て
ガ
ラ

リ
と
雰
囲
気
が
変
わ
る
。
ブ
ラ

ン
ド
や
も
の
よ
り
も
経
験
を
重

視
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
仲
間
へ

の
帰
属
意
識
が
高
い
点
が
好
み

の
ア
ニ
メ
に
も
現
れ
て
い
る
。

消
費
よ
り
も
貯
蓄
意
識
が
高

く
、
仕
事
そ
の
も
の
よ
り
生
活

の
価
値
を
個
性
的
に
し
が
ち
。

　
Ｚ
世
代（
１
９
９
５
年
以
降
）

は
、
ま
さ
に
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ

ィ
ブ
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
Ｐ
Ｃ

が
あ
る
の
で
、
変
化
に
柔
軟
。

前
向
き
に
見
え
て
心
配
性
、
安

定
す
る
と
不
安
に
な
る
の
で
、

あ
る
意
味
、
誰
か
に
リ
セ
ッ
ト

さ
れ
た
が
る
。
他
の
世
代
に
な

く
年
上
を
敬
う
が
決
め
る
の
は

自
分
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
意
識

が
以
上
に
高
い
、
ブ
ラ
ン
ド
よ

り
も
本
質
重
視
、
こ
の
世
代
は

常
に
災
害
が
起
き
る
た
め
、
お

金
よ
り
も
社
会
課
題
解
決
の
価

値
の
方
が
大
事
。
今
、
自
分
の

周
り
で
会
う
取
引
先
や
友
人
は

若
く
て
も
Ｚ
の
一
部
。
さ
て
、

Ｚ
に
続
く
世
代
は
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
。
我
ら
Ｘ
世
代
が
要

介
護
に
な
っ
た
時
に
、
ポ
ス
ト

Ｚ
世
代
に
全
て
を
委
ね
る
時
代

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
今
の
う
ち
に
分
断
の
な

い
融
和
の
世
の
中
に
な
る
よ
う

に
種
を
撒
い
て
お
か
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
、
次
の
「
ベ
ス
ト
な

選
択
」
で
、
選
挙
や
住
民
投
票

を
考
え
ま
し
ょ
う
ね
。
自
分
も

そ
う
だ
け
ど
、
ど
う
し
て
も
近

視
眼
に
な
り
が
ち
だ
か
ら
。
反

省
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
（
介
護
甲
子
園
）

理
事 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

 

　
米
疫
病
管
理
予
防
セ
ン
タ

ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
は
こ
の
ほ
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
マ
ス
ク
着
用
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
更
新

し
、
感
染
が
再
び
拡
大
す
る
な

か
で
の
マ
ス
ク
着
用
を
改
め
て

呼
び
掛
け
て
い
る
。 

　
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
こ
れ
ま
で
、
感
染

予
防
の
た
め
の
マ
ス
ク
着
用
に

つ
い
て
「
他
人
に
ウ
イ
ル
ス
を

撒
き
散
ら
す
こ
と
を
避
け
る
た

め
」
と
し
て
い
た
が
「
マ
ス
ク

着
用
は
自
身
を
も
守
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
改
定
し
た
。
そ
し

て
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ

ン
シ
ン
グ
や
手
指
衛
生
、
十
分

な
換
気
を
含
む
非
医
薬
的
な
ウ

イ
ル
ス
源
制
御
と
、
マ
ス
ク
着

用
な
ど
の
護
身
の
相
互
作
用

で
、
マ
ス
ク
着
用
者
の
健
康
を

守
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
的
な

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
も
回
避
で
き

る
。
個
人
の
健
康
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
内
で
の
マ
ス
ク
利
用
の

増
加
と
意
識
向
上
が
鍵
と
な

る
」
と
伝
え
て
い
る
。 

　
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
研
究
に
よ
る
と
、

布
マ
ス
ク
着
用
に
は
、
微
細
な

飛
沫
や
10
ミ
ク
ロ
ン
以
下
の
粒

子
の
ろ
過
作
用
が
あ
り
、
マ
ス

ク
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
織
目

が
細
か
く
多
層
の
布
マ
ス
ク

は
、
織
目
が
荒
く
布
1
枚
だ
け

の
マ
ス
ク
と
比
べ
て
、
50
％
以

上
の
ろ
過
効
果
が
あ
る
。
そ
の

ほ
か
マ
ス
ク
着
用
、
感
染
防

止
に
関
す
る
詳
細
はcdc.gov

を
参
照
す
る
。

マ
ス
ク
着
用
の
必
要
性­

Ｃ
Ｄ
Ｃ
が
新
た
に
指
摘

大好評
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

www.nyseikatsu.com

　
真
珠
湾
攻
撃
を
悼
む
オ
ン

ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
パ
ー
ル

ハ
ー
バ
ー
　
平
和
へ
の
祈
り
」

が
、
12
月
８
日
（
火
）
午
後
８

時
か
ら
開
催
さ
れ
る
。
主
催

はT
iara G

roup

、
後
援
は

M
usic for SD

G
s

、
Ｎ
Ｙ
平

和
財
団
、
ホ
ノ
ル
ル
妙
法
寺
、

（
有
）
テ
ィ
ア
ラ
グ
ラ
ス
。

　
広
島
市
の
松
井
一
實
市
長
か

ら
届
い
た
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
式
典
で
代
読
さ
れ
る
ほ
か
、

ホ
ノ
ル
ル
と
姉
妹
都
市
の
広
島

市
、
長
岡
市
、
茅
ヶ
崎
市
、
那

覇
市
な
ど
か
ら
音
楽
、ダ
ン
ス
、

朗
読
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行

わ
れ
る
。
参
加
・
出
演
は
Ｎ
Ｙ

平
和
財
団
代
表 

中
垣
顕
實
法

師
、
ホ
ノ
ル
ル
か
ら
マ
リ
ン
バ

奏
者
の
ミ
カ
・
キ
ム
ラ
・
エ
リ

ク
ソ
ン
、
日
蓮
宗
ホ
ノ
ル
ル
妙

法
寺
の
神
主
で
オ
ペ
ラ
歌
手
の

山
村
尚
正
、
フ
ラ
ダ
ン
サ
ー
の

マ
リ
・
カ
プ
ア
・
ヘ
イ
ズ
、
広

島
か
ら
ギ
タ
リ
ス
ト
の
高
免
信

喜
、
長
岡
か
ら
シ
ン
ガ
ー
の
矢

沢
明
日
実
、
那
覇
か
ら
三
線
＆

ギ
タ
ー
の
オ
キ
ナ
ワ
・
ア
メ
リ

カ
ー
ナ
、
茅
ヶ
崎
か
ら
尺
八
奏

者
の
大
山
貴
善
ほ
か
。
司
会
は

久
下
香
織
子
。

　
参
加
費
無
料
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト https://tiara-g.

info/20201208

か
ら
。

パールハーバー平和への祈り

真
珠
湾
攻
撃
を
悼
む

12
月
８
日
オ
ン
ラ
イ
ン
で

マ
リ
ン
バ
奏
者 

ミ
カ
・
エ
リ
ク
ソ
ン

芳
晴
（
式
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
を
担
当
）

尺
八
奏
者
　
大
山
貴
善

三
線
と
ギ
タ
ー
の
デ
ュ
オ 

オ
キ
ナ
ワ 

ア
メ
リ
カ
ー
ナ

シ
ン
ガ
ー
矢
沢
明
日
実

ギ
タ
リ
ス
ト 

高
免
信
喜

司
会
　
久
下
香
織
子




